
事業名 Summer Breeze “2020”  
 

団体名 ＮＥＸＴ ＤＯＯＲ 代表者名 成田 満 

事業実施総額 ７５５，９６６円 補助金額 ５００，０００円 

事業実施日 令和２年８月８日（土）、８月９日（日） 事業実施場所 寺山修司記念館［屋外多目的スペース］及び施設周辺 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 三沢市の自然豊かな場所に立地している寺山修司記念館［屋外多目的スペース］で音楽フェスを開催し、小川原湖周辺のクリ
ーン作戦運動を市民参加型で行い、併せて飲食ブースには特産品等を活用した食べ物・新鮮野菜等を揃えた新鮮市場を用意し、
魅力ある三沢市の特徴を改めて広く市民に知ってもらうイベントを行うことで、今回の新型コロナウイルス感染症で経済的に打
撃の多かった飲食店やサービス業・娯楽業等に対し経済的後方支援を微力ながら行い、平常時の経済循環に戻していく足掛かり
とし、併せて美化運動を行う事で、地域経済と福祉活動の一助とすることを目的とする。 

活動の実施状況 ［参加者］ 来客数約５００名程度 
［実施内容］ 
⑴寺山修司記念館のゴミ拾いをイベント参加者や出演者・スタッフで行い、三沢市の観光地でもある小川原湖周辺の景観を美し
く保つことが出来た。併せて三沢市の自然の豊かさと魅力を知ることが出来た。 
⑵音楽イベントを開催し、ジャンルにとらわれることなく幅広い音楽を取り扱うことが出来た。２４組のバンドに参加いただき、
５００名以上の来場客があり、アメリカ人の出演者や来場客もあって三沢らしい国際交流が行えた。参加出演バンドには三沢市
内はもちろん県内で活動しているバンド等に参加していただき、和楽器等の伝統文化も併せて、市民にひと時の安らぎや楽しみ
を提供し、音楽文化を通じで市民の交流を図ることが出来た。ただ、特産品の新鮮市を考えていましたが、調整がつかずに開催
することができなかったのが残念でした。 

事業のＰＲ方法 ［期間］令和２年７月から約１ヶ月間 
［方法］市内居酒屋１０店舗へチラシの配布・ＳＮＳ４０回以上 

事業の検証 ［市民への波及効果］ 
・今回のイベントは、音楽という１つのジャンルにとらわれる事の無い文化を通じて、三沢市の特徴を三沢市内外へ発信してい
ける効果があるイベントとして行う事が出来ました。また、寺山修司記念館の周辺のゴミ拾いを行って、三沢市の美しい景観と
自然豊かな魅力を知ることが出来ました。音楽イベントを開催し、ジャンルにとらわれることなく幅広い音楽を取扱い、市民に
ひと時の安らぎや楽しみを提供する事や、音楽イベントを通じて市民の交流を図ることが出来ました。 
・他団体との交流 
三沢市観光協会・銀座商店会 
［良かった点］ 
・開催場所が遠い事や、コロナ禍の中ではあったが、天候に恵まれ大きな事故もなく５００人以上の人が来場してくれた。 
・初めて対応した新型コロナウイルス感染症対策でしたが、スムーズに行えたし、来場者にも協力してもらえた。 
・第１回目のイベントだったが、時間通りに進行出来た。 
［悪かった点］ 
・第１回目のイベントだったので、思っていたよりも出費がかさみ、予算組みと実際の支出に差が出たこと。 
・補助金の決定から開催日まで時間がなく資金的に苦しかった。 
・補助金決定されなかったことを考えると、イベント的には消極的な事業になってしまった。 
・特産品の新鮮市を考えてはいましたが、調整がつかずに開催することができなかったのが残念でした。 
［改善点］ 
・計画的に考えた開催日にする。 
・開催場所について再検討が必要。 
・予算組の見直しが必要。支出内容のスリム化。 
・来年度は新鮮市も開催できるように調整をとりたい。 
［参加者の意見］ 
・バンドの入れ替え作業がスムーズに行えた。 

今後の展開 ［団体構成員間での事業に対する意識の共有］ 
・来年度開催に向け、上記、良い点・悪かった点・改善点について反省会を開催し、意識の共有を図った。 
コロナ禍の中でもイベント開催がスムーズに行えたことで自信がつきました。来年度についても開催場所の検討や予算組の再構
築等を行い、今年度よりも来場客数やバンド参加者数・出店ブースの数が上回るようなイベントにする。 

活動の様子  
 
 


